








序言 

 従来,尿細管基底膜(TBM)の,同種および異種動物への免疫により,投与動物において,抗

TBM 抗体の産生と共に間質性腎炎が惹起されることが報告されている。この場合,産生され

た抗 TBM 抗体は,多様な抗原決定基に対応するポリクローナル抗体であり,間質性腎炎惹起

抗原の詳細な解析は，しばしば困難である。 

 今回,我々は,間質性腎炎の惹起抗原を詳細に解析するために,抗 TBM 抗体産生ハイブリ

ドーマの作製を試みた。その結果 3種のハイブリドーマが得られ,これらのハイブリドーマ

を腹腔内に投与することにより,また,産生されたモノクローナル抗 TBM抗体を静脈内に投

与することにより,腎炎惹起を試みた。 


